
事業名 確認

都市構造再編集中支援事業 ■
都市再生整備計画事業
まちなかウォーカブル推進事業

都市再生整備計画（第２回変更）　モニタリングシート

草薙駅周辺地区（第３期）

様式３

令和５年２月
静岡県静岡市



様式３　評価結果のまとめ
都道府県名 面積 183.2ha

交付期間 950百万円 国費率 0.5

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

基幹事業

提案事業

当初

変更

単位 基準年度 目標年度 計測年度

あり ●

なし

あり ●

なし

単位 基準年度 目標年度 計測年度

４）定性的な効果
　 発現状況

●

●

●

順調 ●

要改善

―

R６年度にアンケート調査等による事後評価を実施する。

５）実施過程の評価

実施内容 実施状況

持続的なまちづくり体制
の構築

みんなでつくる草薙商店街通りを検討する会　※1
草薙商店街通りデザイン調整会議　※2

（一社）草薙カルテッド（都市再生推進法人）　※3
草薙まちづくりインターンシップ　※4
コラボレーションスペースTakt　※5

官民連携による取組

新たに追加し
た事業

―

35.8

―

―

指標１

モニタリング

その他の
数値指標２

交付期間
の変更

―

R1

―

草薙駅周辺道路空間魅力向上事業

従前値 目標値

駅南口周辺の公共空間を活
用したまちづくりが進められ、
居心地が良いと感じる割合

―

モニタリング

－

指　標

 ２）都市再生整備計画
　　に記載した目標を
　　定量化する指標
　　の達成状況

従前値 目標値

駅北口周辺が歩きやすく、乗
り継ぎもスムーズに行えると
感じる割合

％ R4

37.3 R6

 １）事業の実施状況

指標２

―

削除/追加の理由

当初計画に
位置づけ、

実施済み、実施
中、実施予定の

事業

―

JR草薙駅北口について、 （一社）草薙カルテッドによる効果
的な駐輪場や芝生広場の維持管理を図り、駅北口周辺の
歩きやすさや乗り継ぎやすさなどの環境の維持に取り組
む。
 「中之郷９号線歩道整備事業」の早期整備に取り組み、
「駅北口周辺が歩きやすく乗り継ぎもスムーズに行えると感
じる割合」の更なる向上を目指す。

交付期間の変更による事業、
指標、数値目標への影響

今後の対応方針

R1 35.8

総合所見

R4％

R6

31.9

草薙駅周辺の道路空間整備の事業化検討のため

静岡県 市町村名 静岡市 地区名

令和６年度 モニタリング実施時期 令和４年度

草薙駅周辺地区

―

―

削除/追加による目標、指標、数値目標への影響事業名

―

事業進捗の状況（順調か、遅れているか）

一部の事業で進捗の遅れが見られるが、概ね順調に進んでいる。

概ね順調に進んでいる。

事業名

交付対象事業費令和２年度～令和６年度 事後評価実施予定時期

当初計画
から削除した
事業

【道路】中之郷９号線歩道整備事業
【地域生活基盤施設】JR草薙駅北口駐輪場等整備事業
【高質空間形成施設】南口メインストリート整備事業

事業効果分析
まちづくり活動支援事業

目標
達成見込み

都市再生整備計画に記載し、実施できた

モニタリング

都市再生整備計画に記載し、実施できた

総合所見

南口メインストリートの歩道空間や南口駅前広場等におい
て、 （一社）草薙カルテッドが主体となり、公共空間活用の
取組みやイベントが実施されていることが、指標の改善に
大きく貢献した。
「南口メインストリート整備事業」は現在、沿道地権者や関
係者とともに詳細設計を進めており、今後の整備推進によ
り指標の改善が期待できる。

「南口メインストリート整備事業」の早期整備に取り組み、駅
南口周辺の「居心地が良いと感じる割合」の更なる向上を
目指す。
 南口周辺の公共空間について、今後も継続して、 （一社）
草薙カルテッドを中心とした維持管理や利活用の促進に努
め、まちなかの居心地の良さの向上を目指す。

41.2

「JR草薙駅北口駐輪場等整備事業」 により、駐輪場（260
台）と芝生広場が整備され、 駅北口にゆとりのある空間
が創出されたことから 指標の改善が図られた。
 「中之郷９号線歩道整備事業」は現在、沿道地権者や関
係者の協議調整を進めており、今後の整備推進により指
標の改善が期待できる。

38.8

アンケート調査等によるモニタリング調査の実施
都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

今後の対応方針等

今後は「歩行者利便増進道路」を活用し、地元商店会や（一社）草薙カルテッドを中心とした草薙商店街通り
の維持管理を検討する。

６）モニタリングの
　　所見

その他の
数値指標1

その他の数値指標

総合所見

３）その他の数値指標
　　（当初設定した数値
　　目標以外の指標）
　　による効果発現状況

今後の事業の改善点一部の事業で進捗の遅れが見られるが、概ね順調に進んでいる。

実施中の事業があることから、今後も都市再生整備計画事業にかかる庁内関係課との連携を図り、着実な
事業推進に取り組む
草薙駅周辺地区の持続的なまちづくりを推進するため、継続的な調査の実施や、『（一社）草薙カルテッド』を
中心とした地域主体のまちづくりの推進を図る（公共空間の維持管理や利活用の促進など）
都市再生整備計画の掲載事業の進捗状況や今後の実施状況を確認し、事業費等の変更を行う場合に見直
しを実施する

目標
達成見込み

今後の対応方針

※3　「都市利便増進協定」に基づき、（一社）草薙カルテッドを中心としたJR草薙駅自由通路内の広告や駅
前広場の運営管理を進める。
※4　H30年度より継続実施し、R3年度完了。
※5　令和３年４月にオープン。コワーキングスペース・イベントスペースとして、（一社）草薙カルテッドが事業
を継続。

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

モニタリング時点では実施していない

都市再生整備計画に記載し、実施できた

都市再生整備計画に記載はなかったが、実施した

モニタリング時点では実施していない



（１）成果の評価
　　添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

　　添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

　　添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

　　添付様式２－②　その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

　　添付様式２－参考記述　定量的に表現できない定性的な効果発現状況

（２）実施過程の評価
　　添付様式３－①　モニタリングの実施状況

　　添付様式３－②　官民連携による取組の実施状況

　　添付様式３－③　持続的なまちづくり体制の構築状況

（３）効果発現要因の整理
　　添付様式４－①　効果発現要因の整理にかかる検討体制

　　添付様式４－②　効果発現要因の整理

　　添付様式４－③　数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

（４）モニタリングの所見
　　添付様式５－①　まちの課題の変化

　　添付様式５－②　総合所見・今後の事業の改善点

（５）有識者等からの意見聴取
　　添付様式６　　有識者等からの意見聴取

都市再生整備計画　モニタリングシート
（添付書類）



（１）成果の評価

添付様式１－①　都市再生整備計画に記載した目標の変更の有無

あり なし

●

Ｂ．目標を定量化する指標 ●

●

－

添付様式１－②　都市再生整備計画に記載した事業の実施状況（事業の追加・削除を含む）

（金額の単位は百万円）

事業費 事業費 未着手 事業中 完成

道路 370.0 370.0 なし ●
R５年度：物件本調査・不
動産鑑定評価
R６年度：補償・工事

道路

道路

公園

公園

公園

地域生活基盤施
設

147.7 147.7 なし ● 計画通りに実施（完了）

高質空間形成施
設

390.0 390.0 なし ● R５年度：工事開始

高次都市施設

既存建造物活用
事業

公営住宅等整備

今後の事業見込み

－

モニタリング時の状況

－

都市再生整備計画に記載した
まちづくり目標、目標を定量化する指標、

数値目標等への影響

－

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

Ｄ．その他（　　　　　　　　　　　）

－

－

－

－

－

－ －

変更

Ａ．まちづくりの目標

変更前

Ｃ．目標値

変更理由

－

－

－

変更後

－－

南口メインストリート整備事業 L=170m、W=20m L=170m、W=20m

JR草薙駅北口駐輪場等整備事業 A=600㎡ A=600㎡

当初計画 モニタリング時

中之郷９号線歩道整備事業 L=225m、W=9m

基幹事業

事業箇所名
事業

L=225m、W=9m

事業内容 事業内容



※１：事業費の大幅変更、新規追加がある場合は理由を明記のこと

（金額の単位は百万円）

事業費 事業費 未着手 事業中 完成

7.0 7.0 なし ● R６年度：事後評価

20.0 20.0 事業の追加 ● 計画通りに実施（完了）

16.0 16.0 なし ●
計画通りに実施（R４年
度完了予定）

当初計画
モニタリ
ング時

当初計画

細項目

当初計画 モニタリング時の状況

事業

提案事業

事業内容 事業内容

まちづくり
活動推進事業

－

モニタリング時

事業期間

モニタリング時

今後の事業見込み
都市再生整備計画に記載した

まちづくり目標、目標を定量化する指標、
数値目標等への影響

当初計画からの
変更の概要 ※1

（事業の削除・追加を含む）

備考事業
細項目

事業費
事業箇所名 進捗状況及び所見

南口メインストリート
の事業化検討、安
心・安全なまちづくり
の検討等

南口メインストリート
の事業化検討、安
心・安全なまちづくり
の検討等

（参考）関連事業

地域創造
支援事業

事業効果分析 アンケート調査等 －

事業活用調査

草薙駅周辺道路空間魅力向上事業
南口メインストリート
及び中之郷９号線の
事業化検討

南口メインストリート
及び中之郷９号線の
事業化検討

－

アンケート調査等

まちづくり活動支援事業



添付様式２－①　都市再生整備計画に記載した数値目標の達成状況

（ア） （イ） （ウ） （エ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

実施
年度

あり なし

指標１

駅北口周辺が歩きや
すく、乗り継ぎもス
ムーズに行えると感じ
る割合

％

地区住民を対象としたアンケート調
査結果より、駅北口について、「通
勤通学時間帯に快適に利用できる
環境となっている」と感じる（とても
思う、そう思うの合計）人の割合

－ － 35.8 R1 41.2 R6 38.8 R4 ●

指標２

駅南口周辺の公共空
間を活用したまちづく
りが進められ、居心地
が良いと感じる割合

％

地区住民を対象としたアンケート調
査結果より、駅南口について、「駅
前広場や商店街通りが歩きやすく、
居心地が良い」と感じる（とても思
う、そう思う）人の割合

－ － 31.9 R1 37.3 R6 35.8 R4 ●

指標３

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

指　標 総合所見 今後の方針

データの計測手法と
モニタリング値の求め方
（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

（参考）※１
計画以前の値 従前値 目標値

「JR草薙駅北口駐輪
場等整備事業」 によ
り、駐輪場（260台）と
芝生広場が整備さ
れ、 駅北口にゆとり
のある空間が創出さ
れたことから 指標の
改善が図られた。
「中之郷９号線歩道
整備事業」は現在、
沿道地権者や関係
者の協議調整を進め
ており、今後の整備
推進により指標の改
善が期待できる。

JR草薙駅北口につい
て、 （一社）草薙カルテッ
ドによる効果的な駐輪場
や芝生広場の維持管理
を図り、駅北口周辺の歩
きやすさや乗り継ぎやす
さなどの環境の維持に
取り組む。
「中之郷９号線歩道整
備事業」の早期整備に取
り組み、 「駅北口周辺が
歩きやすく乗り継ぎもス
ムーズに行えると感じる
割合」の更なる向上を目
指す。

南口メインストリート
の歩道空間や南口
駅前広場等におい
て、 （一社）草薙カル
テッドが主体となり、
公共空間活用の取
組みやイベントが実
施されていることが、
指標の改善に大きく
貢献した。
「南口メインストリート
整備事業」は現在、
沿道地権者や関係
者とともに詳細設計
を進めており、今後
の整備推進により指
標の改善が期待でき
る。

「南口メインストリート整
備事業」の早期整備に取
り組み、駅南口周辺の
「居心地が良いと感じる
割合」の更なる向上を目
指す。
南口周辺の公共空間に
ついて、今後も継続し
て、 （一社）草薙カルテッ
ドを中心とした維持管理
や利活用の促進に努
め、まちなかの居心地の
良さの向上を目指す。

モニタリング
現段階での
目標達成
見込み



添付様式２－② その他の数値指標（当初設定した数値目標以外の指標）による効果発現の計測

（ア） （イ） （ウ） （エ）

単位
基準
年度

基準
年度

目標
年度

実施
年度

その他の
数値指標
１

その他の
数値指標
２

その他の
数値指標
３

※１　計画以前の値　とは、都市再生整備計画の作成より以前（概ね10年程度前）の値のことをいう。

添付様式２－参考記述 定量的に表現できない定性的な効果発現状況

本指標を取り
上げる理由

総合所見 今後の方針指　標
目標値 モニタリングデータの計測手法と

モニタリング値の求め方
（時期、場所、実施主体、
対象、具体手法等）

（参考）※１
計画以前の値 従前値



（２）実施過程の評価
添付様式３－① モニタリングの実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の方針等

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

添付様式３－② 官民連携による取組の実施状況

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容

今後の方針等

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

（まちづくり活動支援事業）
みんなでつくる草薙商店街通りを検討する会

部会となる「草薙商店街通りデザイン調
整会議」に引き継ぎ、継続検討。

（まちづくり活動支援事業）
草薙商店街通りデザイン調整会議

今後は「歩行者利便増進道路」を活用
し、地元商店会や（一社）草薙カルテッ
ドを中心とした草薙商店街通りの維持
管理を検討する。

R３年度に草薙駅周辺の「産学民官」が一体となり、南口メインストリート（草薙商
店街通り）の将来像や通りの整備計画の検討を進めることを目的に発足。
【実施頻度・実施時期】
R３年度：合計19回開催（７～３月）
【主な活動成果】
・草薙商店街通りの将来像及び整備計画図の策定

R３年度に発足した「みんなでつくる草薙商店街通りを検討する会」の部会とし
て、商店街通りの街並みデザインに関する調整会議を開催
【実施頻度・実施時期】
R４年度：合計８回開催（８～１月）
【主な活動成果】
・草薙商店街通りの舗装・街路樹・ファニチャー等の決定

実施状況

実施状況

「草薙駅周辺地区まちづくりアンケート調査」の
実施等によるモニタリング

R６年度に「事後評価」としてアンケート
調査を実施する。

実施頻度・実施時期・実施結果

【実施頻度】R４年度１回
【実施時期】R４年７月23日（土）～８月５日（金）
【実施結果】整備計画エリア内に居住している満18歳以上700人にアンケート調
査を実施し、240人（回収率34.3％）の回答を得た。

実施頻度・実施時期・実施結果



添付様式３－③ 持続的なまちづくり体制の構築状況

ⅰ．体制構築に向けた取組内容 ⅱ．まちづくり組織名：組織の概要

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

予定どおり実施した ●

予定はなかったが実施した

モニタリング時点では実施し
ていない

予定どおり実施した

予定はなかったが実施した ●

モニタリング時点では実施し
ていない

コワーキングスペース・イベントスペー
スとして、事業を継続。

（まちづくり活動支援事業）
草薙まちづくりインターンシップ

「草薙まちづくりインターンシップ」の開
催
地域のまちづくりの担い手の育成を目
的に地域の大学生等を対象に、イン
ターンシップを開催（H30年度～R3年度
まで毎年開催）

H30年度より継続実施し、R3年度完了。

実施状況
実施頻度・実施時期・実施結果

（まちづくり活動支援事業）
コラボレーションスペースTakt

令和３年４月に（一社）草薙カルテッドが
「コラボレーションスペースTakt」をオー
プン。
コワーキングスペース・イベントスペー
スとして、学生や地域、企業、行政の
方々が垣根を越えて繋がることができ
る環境を創出。

－

今後の方針等

【組織名】（一社）草薙カルテッド
【組織の概要】草薙のまちづくりを持続
的・一体的・効果的にマネジメントし、住
民・商業者・来街者等に価値のある都
市サービスを提供することを目的に活
動を実施（①駅周辺賑わい事業、②安
心安全・住み良さ事業、③文化教育事
業）

－

（まちづくり活動支援事業）
（一社）草薙カルテッド

H29年２月にエリアマネジメント組織
「（一社）草薙カルテッド」を設立
H30年６月に「都市再生推進法人」 に指
定
R元年７月に「都市利便増進協定」 を締
結

「都市利便増進協定」に基づき、（一社）
草薙カルテッドを中心としたJR草薙駅
自由通路内の広告や駅前広場の運営
管理を進める。

都市再生整備計画に記載した内容
又は、実際に実施した内容



（３）効果発現要因の整理
添付様式４－① 効果発現要因の整理にかかる検討体制

添付様式４－② 効果発現要因の整理

種別
指標改善へ
の貢献度

総合所見
指標改善へ
の貢献度

総合所見
指標改善へ
の貢献度

総合所見
指標改善へ
の貢献度

総合所見

－ －

◎ －

－ －

－ －

○ ○

－ ○

今後の方針等

「JR草薙駅北口駐輪場
等整備事業」 により、駐
輪場（260台）と芝生広
場が整備され、 駅北口
にゆとりのある空間が
創出されたことから 指
標の改善が図られた。
 「中之郷９号線歩道整
備事業」は現在、沿道
地権者や関係者の協議
調整を進めており、今後
の整備推進により指標
の改善が期待できる。

南口メインストリートの
歩道空間や南口駅前広
場等において、 （一社）
草薙カルテッドが主体と
なり、公共空間活用の
取組みやイベントが実
施されていることが、指
標の改善に大きく貢献
した。
「南口メインストリート整
備事業」は現在、沿道
地権者や関係者ととも
に詳細設計を進めてお
り、今後の整備推進に
より指標の改善が期待
できる。

提案事業
まちづくり活動支援事業

南口メインストリート整備事業

事業効果分析

草薙駅周辺道路空間魅力向上事業

指標４

駅北口周辺が歩きやすく、乗り継ぎも
スムーズに行えると感じる割合

駅南口周辺の公共空間を活用したま
ちづくりが進められ、居心地が良いと
感じる割合

指標の種別

中之郷９号線歩道整備事業

指標２ 指標３

指　標　名

事業名・箇所名

指標１

関連事業

JR草薙駅北口駐輪場等整備事業

名称等 検討メンバー 実施時期 担当部署

草薙駅周辺地区　地区部会
（上記推進本部の下部組織）

部会長：都市局 清水駅周辺整備課　課長
部会員：都市局 都市計画課　課長
　　　　　都市局 都市計画課　担当課長
　　　　　都市局 交通政策課　参与兼課長
　　　　　建設局 道路計画課　参与兼課長
　　　　　建設局 道路保全課　課長

令和４年10月７日（金） 静岡市都市局都市計画部都市計画課・清水駅周辺整備課

静岡市都市再生整備計画事業推進本部

本部長：都市局次長兼都市計画部長
部会員：危機管理総室長、企画局次長、財政局次長兼財政部長、市
民局次長、観光交流文化局次長、環境局次長、保健福祉長寿局次
長兼健康福祉部長、子ども未来局次長、経済局次長兼商工部長、
都市局建築部長、建設局次長兼土木部長、建設局道路部長、消防
局消防部長、上下水道局下水道部長、教育委員会事務局教育局次
長

令和４年10月24日（月）～11月４日（金）
電子会議室

静岡市都市局都市計画部都市計画課・清水駅周辺整備課

基幹事業

JR草薙駅北口について、 （一社）草
薙カルテッドによる効果的な駐輪場
や芝生広場の維持管理を図り、駅北
口周辺の歩きやすさや乗り継ぎやす
さなどの環境の維持に取り組む。
 「中之郷９号線歩道整備事業」の早
期整備に取り組み、 「駅北口周辺が
歩きやすく乗り継ぎもスムーズに行え
ると感じる割合」の更なる向上を目指
す。

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献している。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献している。
　△ ：完成直後又は事業開始直後のため、効果の発揮に至ってい
ない。
  × ：事業が完成したが、期待通りの効果を発揮していない。
　－ ：評価できない。
　　　　　未着手又は事業中のため評価できない、
　　　　　事業と指標とに関係がないので評価できない

「南口メインストリート整備事業」の早
期整備に取り組み、駅南口周辺の
「居心地が良いと感じる割合」の更な
る向上を目指す。
 南口周辺の公共空間について、今
後も継続して、 （一社）草薙カルテッ
ドを中心とした維持管理や利活用の
促進に努め、まちなかの居心地の良
さの向上を目指す。



添付様式４－③ 数値目標を達成できなかった指標にかかる効果発現要因の整理

種別
指標改善へ
の貢献度

総合所見
指標改善へ
の貢献度

総合所見
指標改善へ
の貢献度

総合所見
指標改善へ
の貢献度

総合所見

今後の方針等

※指標改善への貢献度
　◎ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に直接的に貢献している。
  ○ ：事業が効果を発揮し、指標の改善に間接的に貢献している。
　△ ：完成直後又は事業開始直後のため、効果の発揮に至ってい
ない。
  × ：事業が完成したが、期待通りの効果を発揮していない。
　－ ：評価できない。
　　　　　未着手又は事業中のため評価できない、
　　　　　事業と指標とに関係がないので評価できない

提案事業

関連事業

基幹事業

事業名・箇所名

指標の種別

指　標　名



（４）モニタリングの所見

添付様式５－① まちの課題の変化

交付期間中に解決すべき
残された課題

交付期間中に発生した
新たな課題

「中之郷９号線歩道整備事業」が事業中であ
り、整備効果の早期発現に向けて、着実な事業
推進に取り組む必要がある。

「南口メインストリート整備事業」が事業中であ
り、整備効果の早期発現に向けて、着実な事業
推進に取り組む必要がある。

添付様式５－② 総合所見・今後の事業の改善点

順調 ●
都市再生整備計画事業に係る庁内
連携体制の整備

計画・事業の進め方の
改善が必要

持続的なまちづくりに係る官民連携
体制の構築

事業費等の見直し

JR草薙駅北口の駐輪場や芝生広場の適切な維
持管理と地域主体による利活用の促進を図るこ
とが課題である。

「中之郷９号線歩道整備事業」や「南口メインスト
リート整備事業」の工事期間中の安全性の確保
や快適性（居心地の良さ）の確保が課題である。

「JR草薙駅北口駐輪場等整備事業」の完了により、駐輪場と
芝生広場が整備され、 駅北口の安全・快適なまちづくりが進
められた。

南口駅前広場等において、 （一社）草薙カルテッドが主体と
なった公共空間活用の取組みやイベントが実施され、 駅南
口のまちのにぎわいづくりにつながった。

都市再生整備計画
の見直しの必要性

具体的項目

実施中の事業があることから、今後も都市再生整備計画事業にかかる庁内関係課との連携
を図り、着実な事業推進に取り組む

草薙駅周辺地区の持続的なまちづくりを推進するため、継続的な調査の実施や、『草薙カル
テッド』を中心とした地域主体のまちづくりの推進を図る（公共空間の維持管理や利活用の促
進など）

都市再生整備計画の掲載事業の進捗状況や今後の実施状況を確認し、事業費等の変更を
行う場合に見直しを実施する

内容

今後の事業の改善点

事業の進め方
の工夫

事業前の課題
都市再生整備計画に記載

したまちの課題

モニタリングの時点で達成されたこと
（課題の改善状況）

【草薙駅北口の“安全・快適”なまちづ
くり】
・駅北口において、地域住民や学生等
の駅利用者が安全・快適に利用できる
環境づくりが課題

一部の事業で進捗の遅れが見られ
るが、概ね順調に進んでいる。

総合所見

【草薙駅南口のまちの“にぎわい”づく
り】
・地域住民や学生が気軽に立ち寄れる
空間や場を創出し、駅南口周辺のまち
の魅力や賑わいを向上させることが課
題



（５） 有識者等からの意見聴取

添付様式６　有識者等からの意見聴取

実施時期 担当部署

令和５年１月20日(金) 都市局　都市計画部　都市計画課

有識者の意見

意見聴取した有識者名・所属等

「令和４年度　静岡市都市再生整備計画事業　評価委員会」を開催し、意見聴取を実施した。
有識者（評価委員）からの主な意見を以下に掲載する。

■志村氏の意見
現在の南口メインストリートの利用状況として、車道に一時停車して沿道店舗にて買い物をする場面が見られる。駐車スペースを増設するのはどうか。
また、滞留空間を作るのであれば、日陰、雨除けが必要である。

■石川氏
JR草薙駅前にマンションができており、その住民に商店街を利用してもらうことが必要である。
また、福祉と健康のまちという考え方で、高齢者が利用できる店舗があると良い。

■松本氏
草薙駅北口駐輪場の管理は、将来的に（一社）草薙カルテッドに移管することも検討できると良い。

■青野氏
南口メインストリート整備事業について、整備方針の「人が集まる商店街」「公園のような商店街」のターゲットを明らかにすると良い。

横浜国立大学　地域連携推進機構　准教授　志村真紀
静岡大学　地域創造教育センター　准教授　石川宏之
日本技術士会　中部本部静岡県支部　松本亨
公益財団法人　静岡市まちづくり公社　理事長　青野志能生
































